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Town　Topics

社会を社会を明るくする運動
　　　　　総理大臣のメッセージを伝達
　

　７月２日に第71回“社会を明るくする運動”総理大臣

メッセージ伝達式が、役場応接室で行われました。

　当日は、新型コロナウイルス感染防止対策の観点から

参加人数を制限しての実施となりましが、本町の保護司

参加のもと、小林地区保護司会の椎屋三八子会長が総理

大臣のメッセージを伝達し、犯罪・非行の防止と更生保

護のため、地域住民の理解と参加を呼びかけました。

善意の善意の寄付に感謝

　７月２日、竹井靖人さん（並木区）より、新型コロナウイ

ルス感染症対策に役立てて欲しいと、高原町に1,000万円、

高原町区長会に100万円の寄付を頂きました。

　当日は、竹井さんが来庁され、「コロナウイルス感染症の

影響で大変な状況の中、少しでも高原町のためになれば」と

話され、町長へ目録を手渡しました。町長からは、竹井さん

の善意に感謝の意を表し感謝状が贈られました。

高原町高原町の少年少女剣士が大活躍！

　６月26日、第57回宮崎県スポーツ少年団西諸県ブロック大

会剣道競技が開催され、本町の高原少年剣道、狭野少年剣

道、忠武館の少年少女剣士が大活躍しました。

　コロナ禍により、多くの大会が中止される中で、貴重な大

会となりました。

【団体戦】　小学生の部　第１位　高原剣道スポーツ少年団

　　　　　　　　　　　第３位　狭野剣道スポーツ少年団

　　　　　中学生の部　第２位　忠武館

【個人戦】　小学生３年生以下の部

　　　　　　第１位　長﨑　一輝 (いつき )（高原剣道）

　　　　　　第２位　中武　大翔 (ひろと )（高原剣道）

　　　　　　第３位　小野田　湊仁 (みなと )（高原剣道）

　　　　　小学生４・５年生の部

　　　　　　第３位　長﨑　哉斗 (かなと )（高原剣道）

　　　　　小学生６年生の部　

　　　　　　第１位　増田　結 (ゆい )（狭野剣道）

　　　　　　第２位　増田　夏帆 (かほ )（狭野剣道）

　　　　　中学生の部

　　　　　　第２位　芝田　航 (こう )（忠武館）

まちのわだい

西諸地西諸地区中学校総合体育大会陸上競技で大健闘！
　

　６月 17 日、小林市総合運動公園陸上競技場で西諸地区中学校総合体育大会陸上競技が行われました。町内中学校

の選手は、これまでの練習の成果を遺憾なく発揮し、素晴らしい成績を収めました。県大会での活躍を期待してい

ます。

※７月15日発行の教育委員会広報誌「友遊」に後川内中学校の結果を掲載していませんでした。お詫び申し上げます。

今回は、その結果のみを掲載いたします。

共通男子走幅跳　　第３位　　肥田木　七斗（かずと）　

　　　　　　　　　第４位　　西村　優輝（ゆうき）

共通男子砲丸投　　優　勝　　郡山　雅琥斗（がくと）

　　　　　　　　　第２位　　入木　条士（じょうじ）

男子総合　　　　　第４位　　後川内中学校

２年男子1000ｍ　　第４位　　西村　優輝

２年男子1500ｍ　　第８位　　奥　達矢（たつや）

３年男子1500ｍ　　第３位　　温水　英真（えいしん）

共通男子800ｍ　　 第３位　　温水　英真

共通男子４×100ｍリレー

　　　　　　　　　第５位　　西村　優輝

　　　　　　　　　　　　　　温水　英真

　　　　　　　　　　　　　　肥田木　七斗

　　　　　　　　　　　　　　奥　達矢

バス利バス利用者のためベンチを設置
　

　６月末、高鍋信用金庫前のバス停に新しいベンチが設置され

ました。これは、高鍋信用金庫高原支店長の楡田俊郎さんが手

作りで製作されたものです。

　楡田さんは、以前からベンチの老朽化が気になっており、利

用者に気持ちよく使っていただけるように製作したとのことで

す。木製の手作りのベンチで、バスの利用者は待ち時間を快適

に過ごすことができるようになりました。

うそうそ電話詐欺を防止
　　　　高原郵便局長へ感謝状を贈呈
　

　６月に高原郵便局において、うそ電話詐欺（架空請求等）

を疑い、未然に防止したとして、小林警察署長から高原郵

便局長の岡原新一さんへ感謝状が贈呈されました。

　本町においても特殊詐欺に遭遇する実態が浮き彫りとな

り、関係機関と連携を図りながら、被害防止に努めていか

なければなりません。おかしいと思ったら、最寄りの警察

署へ相談をお願いします。
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布絵本布絵本の寄贈

　７月21日、たかはるふるさと大使及び関東高原町友会の

会長を務めている児玉繁信さんから布絵本の寄贈がありま

した。

　布絵本は一つ一つ手縫いで丁寧に仕上げられており、カ

ラフルな色合いに加え、手触りの良い質感で子どもの発育

を促してくれます。布絵本は子育て支援センターに置いて

ありますので、ぜひご利用ください。

町内小町内小学校へゴーカートの
　　　　　　　　　無料乗車券をプレゼント

　７月20日、奥霧島温泉郷旅館組合御池・皇子原事業部より町

立小学校４校の全児童に対し、皇子原公園ゴーカート無料乗車

券が贈呈されました。

　この事業は今年で３回目となり、町内の子どもたちの楽しい

思い出づくりに役立てていただきたいとの思いから実施されて

います。内村総支配人（写真右）は、小学生の皆さんに皇子原

公園でゴーカートを楽しんで欲しいと話されていました。

退任さ退任された人権擁護委員へ感謝状贈呈

　７月13日、元人権擁護委員の温水克子さん（下後川内

区）へ、法務大臣及び宮崎県人権擁護委員連合会会長よ

り、人権意識の普及高揚にご尽力いただいた功績に対し

て感謝状が贈呈されました。

　令和３年６月30日をもって退任された温水さんは３年

間、人権擁護委員として人権相談や人権の啓発活動にご

尽力いただきました。

日帰り日帰り農業体験で農業や食の大切さを伝える
　

　７月13日、たかはるヒト×コト交流センター（南狭野区）、つ

ばきの里（上広原区）、ＳanoＦarm（北狭野区）の３家庭が小林

市立三松中学校（1年生）の日帰り農業体験を迎え入れ、トマト

やトウモロコシ等の収穫や採れたての野菜を使ったピザ作り体験

を行いました。

　高原町の受け入れ家庭では、「はじめまして！の後はもう家

族」を合言葉に実家のような雰囲気で迎え入れ、体験を通じて農

業や食の大切さ、山の恵みを伝えていました。

まちのわだい

地域見地域見守りあいさつ運動を実施
　

　７月12日、地域の安全・安心活動推進モデル地区に指定され

ている下後川内区において、後川内小学校正門前で、後川内小

学校とボランティアの方々が毎月取り組んでいる「あいさ２

（ツー）の日」に合わせ、下後川内区長をはじめ各班長が参加

し、地域見守りあいさつ運動を行いました。

　当日は、早朝から後川内小中学校の児童・生徒の登校に合わ

せ見守り活動を行い、安全で安心に暮らせる地域づくりに取り

組んでいただきました。

夏の全夏の全国交通安全県民総ぐるみ運動を実施

　７月11日から７月20日にかけて、夏の全国交通安全県民総ぐ

るみ運動が実施されました。運動期間中には小林地区交通安全

協会高原支部の会員及び関係機関の方々とJR高原駅前におい

て、交通安全街頭キャンペーンを行いました。

　キャンペーン当日は、通行されるドライバーの方々に交通安

全のチラシ等を配布して交通安全についての啓発を図りまし

た。また、７月12日から７月16日にかけて、町内各地区を青色

パトロール車で巡回し、交通安全広報活動を行いました。

力強く力強く開会を宣言！

　７月３日、メディキット県民文化センターで、第35回国民文化

祭・みやざき2020第20回全国障害者芸術・文化祭みやざき大会の

開会式が開催されました。天皇皇后両陛下もオンラインで参加さ

れる中、代表者の一人として、狭野神楽舞手の二宮航大さん（南

狭野区）が力強い開会宣言を行いました。

　10月17日までの107日間に県内各地で特色のあるイベントが開

催されます。本町においては、９月４日に高原町郷土芸能祭を実

施予定です。 写真：宮崎県写真：宮崎県

東京 20東京 2020 オリンピック聖火リレーの
　　　　　　　トーチとユニフォームを展示
　

　７月２日、本年４月26日に小林市で行われた東京2020オリン

ピック聖火リレーにおいて、第１区間を走られた温水英竜さん

（下後川内区）が町長を表敬訪問されました。

　今回、温水さんのご厚意により、聖火リレーのトーチとユニ

フォームを８月９日までお借りし展示させていただくこととなり

ました。役場庁舎１階産業創生課前に展示してありますので、ぜ

ひ足をお運びください。
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　令和２年度の65歳以上の認知症患者は全国で約600万人、有病率は16.7％と言われており、約６人に１

人が認知症ということになります。また、令和２年度に、認知症で行方不明になり警察に届け出があっ

た方は全国で約1.7万人、その中で事故等により亡くなった方は約500名います。こちらも認知症患者と

共に増えていくことが見込まれます。もはや他人事ではない認知症。自分が、家族がなるかもしれませ

ん。高原町では認知症の「予防」と「見守り」に関する２つの事業を新しくスタートします。ぜひご活

用ください。

　いきいき教室とは、東北大学・川島教授の研究から生

まれた脳の健康維持法です。「公文」がプログラムを提供

しています。

　ポイントは「簡単」な計算と読み書きを「テンポよく」

行うことです。川島教授によると、複雑で難しい計算を

している時より、意外にも簡単な計算をしている時の方

が、前頭前野が活性化するとのことです。他にも読み書

きが効果的であることがわかっています。

　この前頭前野は、考える、記憶する、アイデアを出す、

感情をコントロールする、判断する等、人間にとって重要な働きを持っています。この部分を鍛えるこ

とで脳の老化を防ぐことが目的です。

　また、前頭前野を鍛えるには、勉強だけではなく人との関わりも重要です。教室で受講生の皆さんや

サポーターの方とお話することで、更なる効果が期待されます。

　ぜひ、教室サポーターの皆さんと楽しく学ぶ「楽習」をしてみませんか？

９月から６か月間。週に約１時間。

※曜日・時間は調整中のため、希望時はまずご連絡ください。

ほほえみ館

2,400 円／月（半分の 1,200 円を町が助成します。）

ほほえみ館に自分で来られる方。

ほほえみ館高齢者あんしん係までご連絡ください。

☎42－２５８１

いきいき教室

開催場所

日　　時

費　　用

参加条件

見守りシールを目につく場所に貼っておく 発見者がＱＲコードを読み取る

申込方法

　徘徊（はいかい）による事故やケガが心配な方に、見守りシールを交付します。衣類や身の回りの物

にシールを貼っておくと、徘徊を発見した人がシールのＱＲコードを読み込み、家族等にメールで通知

が行くシステムです。ＱＲコードを読みとった後は、インターネット上の「どこシル伝言板」で発見場所

を家族等に伝えて、迎えに来てもらいます。見た目で分かりやすいのに、個人情報は保護されるのが特

徴です。※見本のＱＲコードは、「伝言板」の説明ページに移ります。

　６月 16 日、事業開始に先立って、消防、警察、医療・

介護施設の方々等、関係者に向けた事前説明会を行いま

した。会場では実際にＱＲコードを読み取り、通知が家

族等へ行く場面を体験しました。７月から実際に運用が

開始されています。

高原町内で在宅生活しており徘徊のおそれがある方。かつ、①認知症、②65 歳以上、③その

他必要と認められる場合、のいずれかの要件を満たすこと。

初回交付のシール 50 枚は無料。　※追加購入は有料。

ほほえみ館高齢者あんしん係までご連絡ください。

☎42－２５８１

費　　用

利用条件

申請方法

どこシル伝言板で発見場所を家族に通知 通知を受けた家族が迎えに来る

１ ２

３ ４
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人が認知症ということになります。また、令和２年度に、認知症で行方不明になり警察に届け出があっ

た方は全国で約1.7万人、その中で事故等により亡くなった方は約500名います。こちらも認知症患者と

共に増えていくことが見込まれます。もはや他人事ではない認知症。自分が、家族がなるかもしれませ

ん。高原町では認知症の「予防」と「見守り」に関する２つの事業を新しくスタートします。ぜひご活

用ください。

　いきいき教室とは、東北大学・川島教授の研究から生

まれた脳の健康維持法です。「公文」がプログラムを提供

しています。

　ポイントは「簡単」な計算と読み書きを「テンポよく」

行うことです。川島教授によると、複雑で難しい計算を

している時より、意外にも簡単な計算をしている時の方

が、前頭前野が活性化するとのことです。他にも読み書

きが効果的であることがわかっています。

　この前頭前野は、考える、記憶する、アイデアを出す、

感情をコントロールする、判断する等、人間にとって重要な働きを持っています。この部分を鍛えるこ

とで脳の老化を防ぐことが目的です。

　また、前頭前野を鍛えるには、勉強だけではなく人との関わりも重要です。教室で受講生の皆さんや

サポーターの方とお話することで、更なる効果が期待されます。

　ぜひ、教室サポーターの皆さんと楽しく学ぶ「楽習」をしてみませんか？

９月から６か月間。週に約１時間。

※曜日・時間は調整中のため、希望時はまずご連絡ください。

ほほえみ館

2,400 円／月（半分の 1,200 円を町が助成します。）

ほほえみ館に自分で来られる方。

ほほえみ館高齢者あんしん係までご連絡ください。

☎42－２５８１

いきいき教室

開催場所

日　　時

費　　用

参加条件

見守りシールを目につく場所に貼っておく 発見者がＱＲコードを読み取る

申込方法

　徘徊（はいかい）による事故やケガが心配な方に、見守りシールを交付します。衣類や身の回りの物

にシールを貼っておくと、徘徊を発見した人がシールのＱＲコードを読み込み、家族等にメールで通知

が行くシステムです。ＱＲコードを読みとった後は、インターネット上の「どこシル伝言板」で発見場所

を家族等に伝えて、迎えに来てもらいます。見た目で分かりやすいのに、個人情報は保護されるのが特

徴です。※見本のＱＲコードは、「伝言板」の説明ページに移ります。

　６月 16 日、事業開始に先立って、消防、警察、医療・

介護施設の方々等、関係者に向けた事前説明会を行いま

した。会場では実際にＱＲコードを読み取り、通知が家

族等へ行く場面を体験しました。７月から実際に運用が

開始されています。

高原町内で在宅生活しており徘徊のおそれがある方。かつ、①認知症、②65 歳以上、③その

他必要と認められる場合、のいずれかの要件を満たすこと。

初回交付のシール 50 枚は無料。　※追加購入は有料。

ほほえみ館高齢者あんしん係までご連絡ください。

☎42－２５８１

費　　用

利用条件

申請方法

どこシル伝言板で発見場所を家族に通知 通知を受けた家族が迎えに来る

１ ２

３ ４
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

「高原町の子育て世代包括支援センター」をご存知ですか？

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

　妊娠期から子育て期まで、切れ目なくきめ細やかに支援するための「高原町子育て世代包括支援センター」

をほほえみ館健康づくり推進係内に開設しております。

　妊娠期から出産、育児、子どもの自立に至るまで、子どもを産み育てるには、悩みは尽きないし、体や心

が疲れることもしばしばです。最近の子育て世代のパパ・ママたちの中には「子供を泣かせていると、虐待

していると思われるのでは？」と不安になったり、発達障がいなどの情報も多くあふれており「うちの子大

丈夫かしら？」と心配するなど、子育て世代の悩みは多様化しており、ニーズも変化しています。

　「高原町子育て世代包括支援センター」では、妊娠・出産・子育てに関するさまざまな相談に対応し、必要

に応じて関係する機関との調整などを行いながら、それぞれのニーズに合わせてサポートしていきます。妊娠・

出産・子育てに関することをどこに相談していいか迷ったら一人で抱え込まず、まずはお気軽に「子育て世

代包括支援センター」にご相談ください。

子育て世代包括支援センターではこんなことを行っています

　〇妊娠期から子育て期にわたり、ワンストップで相談できる機関としてさまざまな相談に応じています。

　〇母子健康手帳交付時に保健師が面談し、妊娠・出産などに関する助言、母子保健サービスの案内や子育

　　てについての情報提供を行っています。

　〇希望者や必要な人に対し、保健師が個別に支援プランを作成し、継続的にサ

　　ポートしています。

　〇子育て支援機関や医療機関などと連携し、切れ目のない支援を行っています。

　「出産後に手伝ってくれる人がいない」、「授乳や赤ちゃんのお世話がうまくできるか心配」など、産

後の育児や体調に不安や困りごとはありませんか？

　高原町では、出産を終え心身ともに不安定になりがちなお母さんと赤ちゃんを対象に、新たに「産

後ケア事業」をスタートしました。助産師がご自宅に訪問して心身のケアや育児指導等を行います。

〇対象者

　高原町に住民票がある方で、産後１年未満の方のうち、産後に心身の不調や育児に関する不安があ

　る方

〇利用期間・回数

　産後１年以内に最大５回まで利用可能　　

〇利用料

　無料（高原町が全額負担）

〇利用方法

　利用には申請が必要です。ほほえみ館健康づくり推進係までご連絡ください。

高原町老人クラブ連合会

　高齢期を楽しく安心して暮らしていくためには、健康で自立し、身近な仲間と支え

合いながら、住みよい地域づくりを進めていくことが必要です。人生100年時代を迎

えた今日、老人クラブ活動に対する社会的な期待はますます大きくなっています。

　高原町老人クラブ連合会では、会員相互の親睦を図り、健康づくりや生活を豊

かにする活動を行うとともに、知識や経験を生かした明るい長寿社会づくりを目

標に活動しています。

　現在、19クラブ・561名の会員でスポーツ大会開催や作品展示会への出展、各

クラブ同士の交流活動など、様々な活動を行い、その活動が日々を元気に過ごす

活力に繋がっています。

　人は、なんとなく生きるとなんとなく老いてしまいます。いろんな人との交流

を行うことが、健康で長生きできる秘訣です。60歳を過ぎたらぜひ、クラブの仲

間とともに人生の長い午後を楽しく過ごしましょう。　

高原町老人クラブ連合会

朝比奈会長

高原町老人クラブ連合会

朝比奈会長

　高原町老人クラブ連合会では、「健康づくり」の一

環として、スポーツをとおした会員相互の親睦を目的

に、夏と秋にスポーツ大会を開催しています。その他

にも、各老人クラブ間同士の交流活動として、花壇の

整備やスポーツ活動などにも取り組んでいます。

　今年度も７月７日に、総合運動公園ふれあい広場と

多目的芝生広場にて「ゲートボール・グラウンドゴル

フ大会」が開催されました。約180名の会員が参加し、

プレーではハイスコアを目指して熱中する中、「いい

ね」「おしい！」など、元気な声が飛び交う楽しい大

会となりました。

会員
募集中

高原町老人クラブ連合会では、会員を募集しています！

興味のある方はぜひ、事務局の高原町社会福祉協議会までご連絡ください。

高原町社会福祉協議会　☎　42‐２２３３

高原町老人クラブ連合会の活動

心のつながりで健康

　　　　豊かな人生を
～合言葉は「健康」「友愛」「奉仕」～
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

「高原町の子育て世代包括支援センター」をご存知ですか？

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

　妊娠期から子育て期まで、切れ目なくきめ細やかに支援するための「高原町子育て世代包括支援センター」

をほほえみ館健康づくり推進係内に開設しております。

　妊娠期から出産、育児、子どもの自立に至るまで、子どもを産み育てるには、悩みは尽きないし、体や心

が疲れることもしばしばです。最近の子育て世代のパパ・ママたちの中には「子供を泣かせていると、虐待

していると思われるのでは？」と不安になったり、発達障がいなどの情報も多くあふれており「うちの子大

丈夫かしら？」と心配するなど、子育て世代の悩みは多様化しており、ニーズも変化しています。

　「高原町子育て世代包括支援センター」では、妊娠・出産・子育てに関するさまざまな相談に対応し、必要

に応じて関係する機関との調整などを行いながら、それぞれのニーズに合わせてサポートしていきます。妊娠・

出産・子育てに関することをどこに相談していいか迷ったら一人で抱え込まず、まずはお気軽に「子育て世

代包括支援センター」にご相談ください。

子育て世代包括支援センターではこんなことを行っています

　〇妊娠期から子育て期にわたり、ワンストップで相談できる機関としてさまざまな相談に応じています。

　〇母子健康手帳交付時に保健師が面談し、妊娠・出産などに関する助言、母子保健サービスの案内や子育

　　てについての情報提供を行っています。

　〇希望者や必要な人に対し、保健師が個別に支援プランを作成し、継続的にサ

　　ポートしています。

　〇子育て支援機関や医療機関などと連携し、切れ目のない支援を行っています。

　「出産後に手伝ってくれる人がいない」、「授乳や赤ちゃんのお世話がうまくできるか心配」など、産

後の育児や体調に不安や困りごとはありませんか？

　高原町では、出産を終え心身ともに不安定になりがちなお母さんと赤ちゃんを対象に、新たに「産

後ケア事業」をスタートしました。助産師がご自宅に訪問して心身のケアや育児指導等を行います。

〇対象者

　高原町に住民票がある方で、産後１年未満の方のうち、産後に心身の不調や育児に関する不安があ

　る方

〇利用期間・回数

　産後１年以内に最大５回まで利用可能　　

〇利用料

　無料（高原町が全額負担）

〇利用方法

　利用には申請が必要です。ほほえみ館健康づくり推進係までご連絡ください。
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昨
年
３
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
幕
ま
で
４
か
月
を
切
っ
た
時
期

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
世
界
で
拡
大
す
る
中
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
が
今
年
の
夏
に
延
期
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
当
初
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
｟
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
｠
は
日
程
ど
お
り
の
開
催
を

強
調
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
中
で
の
感

染
急
拡
大
に
伴
い
、
予
定
ど
お
り

開
催
す
る
こ
と
に
疑
問
の
声
が
大

き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
代
表
選

考
会
や
国
際
大
会
な
ど
が
各
地
で

延
期
や
中
止
と
な
り
、
ま
た
選
手

が
練
習
場
所
を
確
保
で
き
な
い
と

い
っ
た
影
響
も
深
刻
と
な
り
、
世

論
も
含
め
各
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
や
競
技
連
盟
な
ど
か
ら
も

大
会
の
延
期
を
求
め
る
声
が
上
が

り
、
延
期
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま

で
に
は
紆
余
曲
折
、
様
々
な
議
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、
７
月
23
日
に

開
幕
し
各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
４
年
に
一
回
開
催
さ
れ
る

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す

が
、
国
境
や
人
種
を
越
え
世
界
中

か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
ま
る
平
和

の
祭
典
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

各
国
で
選
考
さ
れ
た
ト
ッ
プ
の
選

手
達
が
ど
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
発
揮
し
て
く
れ
る
の
か
楽
し
み

で
す
。

　

白
血
病
治
療
を
経
て
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代
表
に
内
定
し
た
競
泳

の
池
江
璃
花
子
選
手
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
反
対
す
る
一
部
の

人
か
ら
「
出
場
を
辞
退
し
て
ほ
し

い
」「
反
対
の
声
を
あ
げ
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
、
池
江
選
手
は
、「
非
常
に
心
を

痛
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
も
あ
っ
た

と
し
て
、「
選
手
個
人
に
当
て
る
の

は
と
て
も
苦
し
い
で
す
」
と
胸
中

を
明
か
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

多
く
の
人
達
が
影
響
を
受
け
、
不

安
を
抱
え
な
が
ら
の
生
活
を
送
っ

て
い
る
の
は
理
解
で
き
ま
す
。
ま

た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ

り
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
更
に
拡
が
る

の
で
は
と
い
う
声
も
理
解
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
選
手
に
出
場
辞
退
を
求

め
る
の
は
余
り
に
も
酷
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
選
手
達
は
、
日
々

過
酷
な
練
習
に
堪
え
な
が
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権
を
獲
得
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
最
高
の
力
を
出
し
切

る
た
め
に
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は

違
い
、
言
わ
ば
コ
ロ
ナ
の
被
害
者

で
も
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
達
が
無
観

客
の
中
で
健
闘
す
る
姿
は
私
達
に

変
わ
ら
ぬ
感
動
を
伝
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
達
が
大
歓

声
の
中
で
競
技
で
き
る
日
が
来
る

こ
と
を
祈
り
な
が
ら
テ
レ
ビ
越
し

の
声
援
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
田
波
佇た

つ
百
姓
や
笑
顔
ば
れ

雲
遠
し
秋
の
七
草
ま
だ
つ
ぼ
み

山
の
朝
木
漏
れ
日
遊
ぶ
揚
羽
蝶

の
ほ
ほ
ん
と
鮎
の
友
釣
り
楽
し
め
り

老
人
会
の
丹
精
の
百
合
い
ま
盛
り

ひ
と
と
き
の
長
寿
体
操
風
涼
し

征
き
し
叔
父
還
ら
ぬ
駅
の
終
戦
日

肉ま

め刺
の
掌て

や
ボ
ー
ト
漕
ぎ
暮
る
皇
子
港

山
ぼ
う
し
夫つ

ま

の
ぬ
く
も
り
麻
痺
の
手
に
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﨑　

富
美
子

桑　

原　

リ　

ツ
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子
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徳
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土
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横　

田　
　
　

修

中　

園　
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子

入　

佐　

典　

子

八
月
号 

　
　
　
高
原

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
　
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　先月号では、新しくなった避難の基準や発令情報

等についてお知らせいたしましたので、今月号では

避難のタイミングをお知らせいたします。

　避難する際、自治体からの避難指示等が発令され

る前に自らの判断で「自主避難」を行う方もいらっ

しゃいます。この場合、避難所の開設等についての

準備を行いますので、事前に役場まで避難の意思を

お知らせくださいますようお願いいたします。

　役場から発令される避難に関する情報は、特に雨

や台風など予見できる災害の場合、災害がピークを

迎える前で可能な限り移動に危険が伴わない時間

帯に前もって発令するようにしています。

　一見するとまだ雨が降っていない状態や台風の

接近までには時間的な猶予があるときに避難指示

等の情報が発表されることもあります。しかしなが

ら、この機会を逃すと避難行動自体にリスクが付き

まとう時間帯になることもありますので、テレビや

ラジオ、携帯電話の情報等について自ら事前に情報

収集を行っていただき、避難の準備を進め、役場か

らの避難情報をきっかけとして避難行動に移って

いただくようお願いいたします。

　ただし、近年の大雨災害は、線状降水帯の発生や

急激な雨雲の発達などにより予測が困難な場合も

あります。日頃からの備えとして、ご自宅がどのよ

うな災害時にリスク（土砂災害警戒区域等）を抱え

る場所に立地しているのか、災害のリスクがある場

所の場合はどの時点で避難行動に移るのかを検討

するなど、平時の取組みをお願いいたします。

　土砂災害警戒区域や、ご自宅の立地状況など災害

に係るお問合せがある場合には、役場総務課危機管

理係までお問合せください。

Topics「災害時における物資供給に関する協定を締結

　７月１日、地震、風水害、その他の災害により甚大な被害が発生し、又は発生するおそれがある場合に

必要な物資の供給等を受けるため、株式会社ナフコと災害時における物資供給に関する協定を締結しまし

た。災害時には食料、飲料水をはじめ、生活必需品や工具類、作業用品などの供給を受けることができ、

本町にとっても災害時の物資調達について大変心強いものとなりました。

防災関連連載　　Vol.23

「避難」の時期について

　皆さんは、「お薬手帳」を持っていますか？

　宮崎県では、同じ効能の薬剤を複数の薬局で処方

してもらう「重複服薬」や、一定期間中に同じ病院に

必要以上に通院する「頻回受診」等の解消に取り組

んでいます。

　高原町も取り組んでおり、病院から来たレセプト

のデータを確認し、重複や頻回の兆候が見られる方

に対し、保健師等が訪問し、服薬等の助言をしてい

ます。

　こういった取組みは、医療費を下げるというのが

主な目的ですが、薬剤を必要以上に服用した場合、

副作用など体にとって良くない場合もあるため、そ

れを防ぐという目的もあります。

　特に痛み止め関係は、どうしても症状を和らげた

いという気持ちが強いため、ついつい多めの処方・

服用の希望をされる方が多いですが、痛み止め系統

を過剰に服用した場合、消化器系や腎・肝機能が悪

化するだけでなく、却って頭痛が増す等の症状が出

る場合があります。

　こういった不安を訴える方の中には、複数の「お

薬手帳」を使い分けて処方を受けるという事例もあ

ります。目の前の不安を解消する分にはやむを得な

いのでしょうが、将来的により重い症状が来ること

がわかっている以上は、そのようなことは行っては

いけません。

　自らの健康のため、「お薬手帳」を有効に活用しま

しょう。

～「お薬手帳」を活用しよう！～

～「お薬手帳」は一人１冊持ちましょう！～

  お問い合わせ先

  町民福祉課保険係　☎42-１０６７ （内線 161）
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０
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市
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〇
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０
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お
知
ら
せ

まちの掲示板Town　Information

「日本で最も美しい村」連合の退会について

　「日本で最も美しい村」連合（以下「連合」という。）は、過疎地域の美しい町や村が、地

域資源の保護活用と地域経済の発展を理念として平成 17 年に設立されました。高原町も連合

設立の翌年、平成 18 年に加盟し、全国の志を同じくする町村とともに活動して参りました。

　本町におきましても、連合加盟後、失ったら二度と取り戻すことができない日本の原風景

を維持するため、皆様の協力を得て、「日本で最も美しいまち　たかはる」を目指し、清掃美

化活動や各種団体の景観維持活動が各地域で根付き、独自の展開も生まれるなど、ふるさと

愛の機運も高まり、その素晴らしい活動が自走し始めています。

　ただ、一方では、連合加盟当初は、過疎地域から脱却を目指す加盟町村の代表による話し

合いや、地域が抱える課題の解決につながるサポーター企業との連携などが期待されたとこ

ろですが、具体的な取組みにはつながっていないのも実状です。

　連合加盟から 15 年を経過した今、国内も本町も新型コロナウィルス感染症というこれまで

にない危機に遭遇し、各自治体が限られた財源の中で新たな地方創生の形を築かなければな

りません。

　本町では、連合の設立主旨を否定するものではありませんが、これらの状況を総合的に判

断し、町議会のご理解をいただいた上で、令和３年７月２日の連合総会での承認を受け、退

会する運びとなりました。

　今後は、これまで築かれた皆様の自主的な素晴らしい活動・精神を、高原町の独自ブラン

ドとなる美しい景観や文化を次世代に継承していくための自立した活動へと飛躍させ、本町

独自の「日本一美しい町」づくりをさらに推進して参ります。

　何卒、退会につきましては発展的な退会とご理解を賜わり、これまで以上に皆様方のご協

力をよろしくお願い申し上げます。

　今後、左記にあるロゴ等を本町は使用できなくなり

ます（個人会員は除く。）。

　ただし、皆様が購入されたロゴ入りポロシャツの着

用や、既に製造されているロゴ入りのもので在庫があ

るもの等は、なくなるまで、ご使用いただいても構い

ません。
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25
日
｟
水
｠

　
午
後
５
時
ま
で

　※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締

　
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で

　
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。
事
前
予
約
が
０
件
の
場

　
合
、
開
庁
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た

　
め
、
役
場
西
側
｟
守
衛
室
側
｠
か

　
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
に
関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま

　
す
。
紛
失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ

　
ー
カ
ー
ド
の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、

　
平
日
の
み
の
受
付
け
と
な
り
ま
す
。

　
各
種
証
明
書
の
発
行
や
住
民
異
動

　
届
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法

定
代
理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で

す
。
本
町
の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一

世
帯
の
続
柄
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、
法
定
代
理
人
と
本
人
の
関

係
を
確
認
で
き
る

戸
籍
謄
本
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

　
☎
42-

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル

cyoumin@town.takaharu.lg.jp

令
和
３
年
度
被
爆
者
二
世

　
健
康
診
断
調
査
事
業
の
実
施

　
宮
崎
県
で
は
、
被
爆
二
世
の
方
に

対
し
て
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
の

要
領
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者
健

康
手
帳
を
所
持
し
て
お
り
、
原
爆

投
下
後
に
生
ま
れ
た
者
｟
胎
児
被

爆
者
は
除
く
｠
の
う
ち
、
健
康
診

断
受
診
を
希
望
す
る
者

〇
受
診
料
　
無
料

○
申
込
期
間

　
令
和
３
年
７
月
26
日
～

　
令
和
３
年
８
月
20
日
　※

必
着

〇
健
診
期
間

　
令
和
３
年
９
月
中
旬
～

　
令
和
４
年
３
月
４
日(

予
定)

　※

受
診
希
望
者
に
後
日
詳
細
を
通
知

○
健
康
診
断
実
施
医
療
機
関

　
県
立
宮
崎
病
院
、
県
立
日
南
病

院
、
串
間
市
民
病
院
、
都
城
健
康

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
｟
都
城
市
郡

医
師
会
病
院
内
｠
、
園
田
病
院
、

国
立
病
院
機
構
宮
崎
病
院
、
済
生

会
日
向
病
院
、
県
立
延
岡
病
院
、

高
千
穂
町
国
民
健
康
保
険
病
院
、

仁
和
会
竹
内
病
院
、
宮
崎
生
協
病
院

　※

基
本
的
に
本
人
の
希
望
を
優
先

○
申
込
方
法

　
任
意
の
様
式
に
、
次
の
必
要
事

項
を
記
入
し
、
封
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

〖
必
要
事
項
〗

①
本
人
の
氏
名
｟
フ
リ
ガ
ナ
｠
、

性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
、
過
去
の
受
診
歴
｟
年
度
及

び
受
診
結
果
｠
、
受
診
を
希
望
す

る
医
療
機
関
名
、
多
発
性
骨
髄
腫

検
査
の
希
望
の
有
無

②
親
の
氏
名
｟
フ
リ
ガ
ナ
｠
、
住

所
、
電
話
番
号
、
被
爆
者
健
康
手

帳
の
番
号

○
そ
の
他

　
既
存
検
査
項
目
を
受
け
ず
に
、

多
発
性
骨
髄
腫
検
査
の
み
を
受
診

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

県
立
日
南
病
院
、
園
田
病
院
で
は
、

多
発
性
骨
髄
腫
検
査
は
で
き
ま
せ

ん
。

◎
申
込
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課

　
健
康
づ
く
り
・
歯
科
保
健
担
当

　
〒
８
８
０‐

８
５
０
１

　
宮
崎
市
橘
通
二
丁
目
一
〇
番
一
号

　
☎
０
９
８
５‐

26‐

７
０
７
８

お
知
ら
せ
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

広
報
た
か
は
る
企
業
紹
介

　
　
掲
載
希
望
事
業
所
募
集

　
地
元
企
業
へ
の
就
業
契
機
や
就
業

拡
大
に
よ
る
移
住
定
住
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
場
産
品
の
構
築
機
運

の
醸
成
に
よ
る
本
町
の
産
業
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
高
い
技
術

や
製
品
・
商
品
を
持
つ
高
原
町
内
の

企
業
を
本
誌
｟
広
報
た
か
は
る
｠
で

紹
介
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

事
業
所
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〇
応
募
資
格

①
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
こ
と

②
家
族
以
外
の
従
業
員
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
所
で
あ
る
こ
と

③
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
公
序
良
俗
に
反
す
る
若
し
く
は

反
す
る
恐
れ
の
あ
る
事
業
所
で
な

い
こ
と

⑤
本
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、
商

品
等
の
広
告
宣
伝
の
み
に
な
ら
な

い
こ
と

⑥
今
後
も
雇
用
見
込
み
の
あ
る
事

業
所
で
あ
る
こ
と

⑦
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
に
関
す
る
法
律
｟
平
成
３

年
法
律
第
77
号
｠
第
２
条
第
２
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
若
し
く
は
同

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

と
密
接
な
関
係
の
あ
る
事
業
所
で

な
い
こ
と

〇
掲
載
内
容

事
業
所
の
概
要
、
技
術
や
製
品
等

の
紹
介
、
代
表
者
・
従
業
員
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
々

※

広
報
担
当
者
が
直
接
取
材
に
伺

い
ま
す
。

〇
申
込
方
法

　
総
合
政
策
課
へ
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
み
後
、
誓
約
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他
　

　
掲
載
に
つ
い
て
は
申
込
み
の
先

着
順
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
合
政
策

課
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
地
域
政
策
係
　

　
☎
42‐

２
１
１
５

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

　
　
　
　
　
お
手
紙
の
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
番
組
「
に
っ
ぽ
ん
縦

断
こ
こ
ろ
の
旅
」
で
は
、
視
聴
者
か

ら
の
お
手
紙
を
も
と
に
、
俳
優
の
火

野
正
平
さ
ん
が
旅
を
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
秋
の
旅
で
は
、
長
野
県

を
ス
タ
ー
ト
し
、
宮
崎
県
を
巡
り
、

ゴ
ー
ル
の
沖
縄
県
を
目
指
し
ま
す
。

　
番
組
で
は
、
あ
な
た
の
思
い
出
の

風
景
や
景
色
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
投
稿
方
法
　

　
①
は
が
き
・
封
書

　
〒
１
５
０‐

８
５
０
１

　
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
　※

住
所
不
要

　
②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
☎
03‐

３
４
６
５‐

１
３
２
７

　
③
番
組
Ｈ
Ｐ
投
稿
フ
ォ
ー
ム

〇
記
入
事
項

名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

思
い
出
の
場
所
や
風
景
、
エ
ピ
ソ

ー
ド

○
募
集
締
切

　
10
月
25
日
｟
月
｠
必
着

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０‐

０
６
６‐

０
６
６

募
　
　
集

Town　Information

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

　
　
　
特
別
給
付
金
を
給
付

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
鑑
み
、
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
て
、
子
育
て
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。※

ひ
と
り
親
子

育
て
給
付
金
で
既
に
支
給
対
象
に
な

っ
た
児
童
は
除
き
ま
す
。

〇
支
給
対
象
者

　
　
次
の
①
と
②
ど
ち
ら
に
も
該
当

　
さ
れ
る
方

①
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で

｟
令
和
４
年
２
月
28
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
新
生
児
等
も
対
象
｠
18
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
父
母
等

※

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を

受
け
て
い
る
障
が
い
児
の
場
合
、

20
歳
未
満
が
対
象

②
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
均
等

割
が
非
課
税
の
方
又
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
令
和
３
年
１
月
以
降
の
収
入

が
急
変
し
、
住
民
税
均
等
割
非
課

税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
方
｟
家

計
急
変
者
｠

〇
支
給
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
一
律
５
万
円

〇
申
請
期
限

　
令
和
４
年
２
月
28
日
ま
で

〇
申
請
方
法

　
高
原
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

請
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ

き
、
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
給
付
金
は
申
請
を
必

要
と
せ
ず
に
給
付
金
が
振
り
込
ま

れ
る
方
と
申
請
を
必
要
と
す
る
方

が
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他

　
詳
細
は
高
原
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
福
祉
係

　
☎
42‐

１
０
６
７

建
退
共
制
度
に
つ
い
て

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営

む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
、
建
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度

で
す
。

〇
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

〇
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

〇
掛
金

　
日
額
３
１
０
円

　※

令
和
３
年
10
月
か
ら
３
２
０
円

〇
そ
の
他

　
建
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
制

度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建

退
共
制
度
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
　

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
退
共
宮
崎
県
支
部

　
☎
０
９
８
５‐

20‐

８
８
６
７

自
筆
証
書
遺
言
書

　
　
保
管
制
度
に
つ
い
て

　
法
務
局
｟
遺
言
所
保
管
所
｠
で
自

筆
証
書
遺
言
に
係
る
遺
言
書
を
保
管

す
る
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
遺
言

書
を
法
務
局
に
預
け
る
こ
と
で
、
紛

失
や
改
ざ
ん
の
防
止
、
裁
判
所
で
の

検
認
が
不
要
と
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

〇
申
請
方
法

　
遺
言
書
、
保
管
申
請
書
を
あ
ら

か
じ
め
作
成
の
上
、
遺
言
者
本
人

が
法
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

事
前
予
約
制

〇
手
数
料

　
３
千
９
０
０
円
／
１
件

〇
そ
の
他

　
詳
細
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
「
遺
言
書
保
管
制
度
」
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
法
務
局
で
は
、
遺
言
の
内
容
に

つ
い
て
の
質
問
、
相
談
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
☎
０
９
８
６‐

22‐

０
４
９
０
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広
報
た
か
は
る
企
業
紹
介

　
　
掲
載
希
望
事
業
所
募
集

　
地
元
企
業
へ
の
就
業
契
機
や
就
業

拡
大
に
よ
る
移
住
定
住
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
場
産
品
の
構
築
機
運

の
醸
成
に
よ
る
本
町
の
産
業
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
高
い
技
術

や
製
品
・
商
品
を
持
つ
高
原
町
内
の

企
業
を
本
誌
｟
広
報
た
か
は
る
｠
で

紹
介
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

事
業
所
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〇
応
募
資
格

①
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
こ
と

②
家
族
以
外
の
従
業
員
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
所
で
あ
る
こ
と

③
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
公
序
良
俗
に
反
す
る
若
し
く
は

反
す
る
恐
れ
の
あ
る
事
業
所
で
な

い
こ
と

⑤
本
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、
商

品
等
の
広
告
宣
伝
の
み
に
な
ら
な

い
こ
と

⑥
今
後
も
雇
用
見
込
み
の
あ
る
事

業
所
で
あ
る
こ
と

⑦
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
に
関
す
る
法
律
｟
平
成
３

年
法
律
第
77
号
｠
第
２
条
第
２
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
若
し
く
は
同

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

と
密
接
な
関
係
の
あ
る
事
業
所
で

な
い
こ
と

〇
掲
載
内
容

事
業
所
の
概
要
、
技
術
や
製
品
等

の
紹
介
、
代
表
者
・
従
業
員
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
々

※

広
報
担
当
者
が
直
接
取
材
に
伺

い
ま
す
。

〇
申
込
方
法

　
総
合
政
策
課
へ
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
み
後
、
誓
約
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他
　

　
掲
載
に
つ
い
て
は
申
込
み
の
先

着
順
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
合
政
策

課
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
地
域
政
策
係
　

　
☎
42‐

２
１
１
５

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

　
　
　
　
　
お
手
紙
の
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
番
組
「
に
っ
ぽ
ん
縦

断
こ
こ
ろ
の
旅
」
で
は
、
視
聴
者
か

ら
の
お
手
紙
を
も
と
に
、
俳
優
の
火

野
正
平
さ
ん
が
旅
を
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
秋
の
旅
で
は
、
長
野
県

を
ス
タ
ー
ト
し
、
宮
崎
県
を
巡
り
、

ゴ
ー
ル
の
沖
縄
県
を
目
指
し
ま
す
。

　
番
組
で
は
、
あ
な
た
の
思
い
出
の

風
景
や
景
色
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
投
稿
方
法
　

　
①
は
が
き
・
封
書

　
〒
１
５
０‐

８
５
０
１

　
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
　※

住
所
不
要

　
②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
☎
03‐

３
４
６
５‐

１
３
２
７

　
③
番
組
Ｈ
Ｐ
投
稿
フ
ォ
ー
ム

〇
記
入
事
項

名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

思
い
出
の
場
所
や
風
景
、
エ
ピ
ソ

ー
ド

○
募
集
締
切

　
10
月
25
日
｟
月
｠
必
着

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０‐

０
６
６‐

０
６
６

募
　
　
集
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

8 月のカレンダー

　

今
回
の
表
紙
は
、
夏
を
象
徴
す
る
花
、

ひ
ま
わ
り
で
す
。
撮
影
中
も
、
照
り
付
け

る
日
差
し
に
汗
が
し
た
た
り
、
夏
の
到
来

を
感
じ
る
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
私
が
子
供
の
頃
は
、
夏

に
な
る
と
カ
ブ
ト
ム
シ
採
り
に
夢
中
で
し

た
。
先
日
、
息
子
が
「
友
達
が
カ
ブ
ト
ム

シ
を
捕
ま
え
て
た
。
僕
も
欲
し
い
！
」
と
。

す
ぐ
に
、
子
供
の
頃
カ
ブ
ト
ム
シ
を
採
っ

て
い
た
場
所
が
頭
に
浮
か
び
、
そ
れ
と
同

時
に
、
そ
の
場
所
は
今
も
変
わ
ら
ず
、
雄

大
な
自
然
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
、
島
根
県
海
士
町
の
山
内
元
町
長

が
、
本
町
で
講
演
い
た
だ
い
た
話
を
思
い

出
し
ま
す
。

『
な
い
も
の
は
な
い
。
都
会
の
よ
う
な
便

利
さ
は
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
自
然
や

郷
土
の
恵
み
は
潤
沢
で
あ
る
。
暮
ら
す
た

め
に
必
要
な
も
の
は
充
分
あ
り
、
今
あ
る

も
の
の
良
さ
を
活
か
し
て
い
け
ば
良
い
。』

　

な
い
も
の
を
ね
だ
る
よ
り
も
、
こ
の
町

で
し
か
得
ら
れ
な
い
幸
せ
を
、
こ
れ
か
ら

も
沢
山
見
つ
け
て
い
け
れ
ば
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
カ
ブ
ト
ム
シ
が
採
れ
る
場
所
は

思
い
浮
か
ぶ
も
の
の
、
私
の
重
い
腰
は
一

向
に
動
く
気
配
を
見
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 日

● 山の日
肺がん検診 ほほえみ館 9:00 ～ ほほえみ館
リサイクル・有害・その
他ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民福祉課

9 月
● 振替休日
もやせるごみの日
（祝日収集）

もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

10 火

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

11 水

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

乳児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 ほほえみ館

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
消費生活相談 高原町役場 10:00 ～ 15:00 ほほえみ館

12 木

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

民児協定例会 ほほえみ館中
研修室 13:30 ～ 16:30 社会福祉

協議会

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

13 金 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

14 土

15 日

16 月 結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館

17 火

結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
育児学級 ほほえみ館 10:30 ～ ほほえみ館

18 水

結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

町民生活相談 ほほえみ館
相談室 9:00 ～ 12:00 社会福祉

協議会
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
オレンジカフェたかはい
さの 南狭野区東前野 14:00 ～ 16:00 高齢者

あんしん係

19 木
結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

20 金
結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

21 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
22 日 結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館

23 月
結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
集団健診 ほほえみ館 8:30 ～ ほほえみ館

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

24 火

結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

集団健診 鹿児山農業構造
改善センター 8:30 ～ ほほえみ館

オレンジカフェたかはい
上麓 霧島団地前 10:00 ～ 12:00 高齢者

あんしん係
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

25 水

結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館

集団健診 上後川内地区
多目的活動施設 8:30 ～ ほほえみ館

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

26 木
集団健診 南狭野活性化

センター 8:30 ～ ほほえみ館

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

27 金
集団健診 下広原農業構造

改善センター 8:30 ～ ほほえみ館

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
28 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
29 日

30 月

31 火 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

9 月のカレンダー

1 水

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

町民生活相談 ほほえみ館
相談室 9:00 ～ 12:00 社会福祉

協議会
もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

2 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
3 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
4 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
5 日

6 月

7 火 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

今月は、町県民税（２期）、国民健康保険税（３期）、

後期高齢者医療保険料（２期）、介護保険料（３期）の

納期です。

高原町ホームページ
ＱＲコード

現住人口調査　令和３年７月１日現在

対前月比 対前年同月比

総人口 ８，５４１ 人 　ー７ 　ー６３

男 ４，０７２ 人 　ー５ ー１８

女 ４，４６９ 人 　　ー２ ー４５

世帯数 ３，７４９世帯 　３ ー８０

町の総人口

転入 １３ 出生 ０

転出 １０ 死亡 　１０

人口の動き

６月の交通事故発生状況

６月の出動状況

人身 １ 年計 　５

物損 　11 年計 　52

火災 ０ 年計　　10

救急 　21 年計　 157

相手が名乗らない電話は要注意‼

　　　　　その電話オレオレ詐欺かも

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

●相談窓口

　警察相談専用電話　＃９１１０

　小林警察署　☎23－０１１０ 
●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：15　休日　10：00 ～ 16：00

　８月の閉室日　９日（月）

　※急遽お休みになる場合がございます。ご了承ください。

　※来館される際は、マスク着用でお願いします。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に出会う旅

オススメ新着本①

オススメ新着本②

寄付 社会福祉協議会へ

６月受付分・敬称略

【遺族】　　　　【続柄】　【故人】　　　　　【地区名】

西村　幸子　　母　　　ミツ　　　　　　下後川内区

森田　勇二　　弟　　　丸山　祐一郎　　上後川内区

河野　令子　　母　　　三宅　ミエ　　　並木区

飯田　ノキ　　夫　　　友則　　　　　　蒲牟田区

香典返し

善意の寄付

☆ありがとうございました。
柳原　崇成　　(小林市 )

　先般、県内でオレオレ詐欺と思われる不審電話が確

認されました。電話の内容は、

　・俺やけど（自分から名前は名乗らない）

　・置引きの被害に遭って、携帯や財布を盗まれた

　・お金は上司が立て替えてくれる

　・お金を用意してほしい

など、子どもや孫、親族になりすまして仕事や私生活

でのトラブルを口実に、お金を要求してくるものです。

　不審に思ったりトラブルに遭ったりした場合は、警

察相談専用電話又は最寄りの警察署や駐在所にご連絡

ください。

被害に遭わないために

◆「相手が名乗らない」「お金を用意して」は詐欺を疑う。

◆相手が名乗らないうちは、自分が知っている人と思

　い込まない。

◆電話相手の家族に、自分から電話をして確認する。

◆留守番電話や迷惑電話防止機能がある電話を活用する。

　６月中、高原町で火

災はありませんでした。

引き続き、火の取扱いには十分注意しましょう。

鬼人幻燈抄

出版社／双葉社　　著／中西モトオ

　            　　江戸時代、山間にある集落には

　　　　　　　　火を司る女神に祈りを捧げる「い

　　　　　　　　きつひめ」と呼ばれる巫女がいた。

　　　　　　　　巫女を守る青年、甚太。甚太は森

　　　　　　　　で遥か未来の災厄を語る不思議な

　　　　　　　　鬼に出会う…。170 年先の未来へ

　　　　　　　　の戦いがはじまる…。

こども『話し方入門』

出版社／創元社　　著／齋藤　孝

　　　　　　　　　人前で話し始める方法から、話

　　　　　　　　す前の準備、話す内容、間の取り方、

　　　　　　　　緩急、注目の惹き方など、面白い

　　　　　　　　イラスト入りで、大人にも子ども

　　　　　　　　にも分かりやすく読みやすい本で

　　　　　　　　す。
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8 月のカレンダー

　

今
回
の
表
紙
は
、
夏
を
象
徴
す
る
花
、

ひ
ま
わ
り
で
す
。
撮
影
中
も
、
照
り
付
け

る
日
差
し
に
汗
が
し
た
た
り
、
夏
の
到
来

を
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日
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と
な
り
ま
し
た
。
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が
、
私
が
子
供
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は
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と
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採
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友
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。
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石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 日

● 山の日
肺がん検診 ほほえみ館 9:00 ～ ほほえみ館
リサイクル・有害・その
他ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民福祉課

9 月
● 振替休日
もやせるごみの日
（祝日収集）

もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

10 火

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

11 水

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

乳児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 ほほえみ館

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
消費生活相談 高原町役場 10:00 ～ 15:00 ほほえみ館

12 木

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

民児協定例会 ほほえみ館中
研修室 13:30 ～ 16:30 社会福祉

協議会

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

13 金 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

14 土

15 日

16 月 結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館

17 火

結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
育児学級 ほほえみ館 10:30 ～ ほほえみ館

18 水

結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

町民生活相談 ほほえみ館
相談室 9:00 ～ 12:00 社会福祉

協議会
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
オレンジカフェたかはい
さの 南狭野区東前野 14:00 ～ 16:00 高齢者

あんしん係

19 木
結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

20 金
結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

21 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
22 日 結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館

23 月
結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
集団健診 ほほえみ館 8:30 ～ ほほえみ館

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

24 火

結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

集団健診 鹿児山農業構造
改善センター 8:30 ～ ほほえみ館

オレンジカフェたかはい
上麓 霧島団地前 10:00 ～ 12:00 高齢者

あんしん係
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

25 水

結核健康診断 町内巡回 終日 ほほえみ館

集団健診 上後川内地区
多目的活動施設 8:30 ～ ほほえみ館

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

26 木
集団健診 南狭野活性化

センター 8:30 ～ ほほえみ館

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

27 金
集団健診 下広原農業構造

改善センター 8:30 ～ ほほえみ館

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
28 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
29 日

30 月

31 火 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

9 月のカレンダー

1 水

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

町民生活相談 ほほえみ館
相談室 9:00 ～ 12:00 社会福祉

協議会
もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

2 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
3 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
4 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
5 日

6 月

7 火 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

今月は、町県民税（２期）、国民健康保険税（３期）、

後期高齢者医療保険料（２期）、介護保険料（３期）の

納期です。
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